
台湾科技大学との共同ワークショップの開催について 

 

 近年、急速に進む情報化社会の進展を担う情報インフラの基盤技術である半導体集積回

路と情報通信ネットワークに関して、両大学で行われている研究プロジェクトと最新の研

究成果を紹介。半導体集積回路と情報通信ネットワークは、両大学で世界トップレベルの

研究・教育が行われている分野であり、両大学での研究活動内容を共有することで、お互

いの研究レベルを向上、さらには今後の共同研究への発展につなげようとするもの。本学

からの台湾科技大に短期留学中の大学院生および台湾科技大の大学院生も聴講予定で、両

大学における当該研究分野の活性化が期待される。 

 また、この機会に両大学の学長による会談も予定しており、両大学間で行われている様々

な交流の内容と効果を確認し、今後の発展のために有益な施策と交流の深化について情報

交換を行う予定。両大学の間ではこれまでに、教員相互派遣による授業交換、大学院生の

ダブルディグリ－協定に基づく派遣、学生の短期留学による交流を活発に行ってきた。現

在も本学の大学院生 6 名が台湾科技大に滞在し、先方で開講されている授業を聴講。これ

らの交流実績を踏まえ，両大学がグローバル化を推進していく上での課題と有効な施策に

ついて意見交換し、更なる協力関係を築いていくことが目的。 

 

   日時：2016 年 9 月 30 日（金）8:40～21:00 

   場所：国立台湾科技大（台北市大安區基隆路四段 43 號） 

   交流：１．電子情報分野における共同ワークショップ 

     ２．両学長による会談 

 

 

******************************************************************************** 

【参考】九州工業大学と台湾科技大学との交流について 

 ◎台湾科技大学(Taiwan Tech)  

   ⇒台湾台北市に位置する理系・科学技術系の国立大学（在籍学生数 9,861 名） 

 

  ・H21 年、大学間交流協定締結。H22 年、ダブルディグリープログラム協定締結。 

  ・交換留学生：２名（学部１名、大学院１名）の受け入れ（H27）。 

  ・学生交流：本学から派遣⇒H27 年度 17 名、H28 年度 15 名（予定） 

       ：本学で受入 ⇒H27 年度 18 名、H28 年度 10 名（予定） 

  ・その他、共同研究や教員・研究者の交流も活発に行われている。 

資料４

※今後の行事・イベント資料集





報道関係者様 各位（H28.9.27 現在） 
 
 

平成２８年度 九州工業大学 秋期入学式 
 
 
 

平成２８年１０月３日（月） 
 

開式時間 対 象 学 生 会   場 

11 時 00 分 
～11 時 30 分 

《大学院生》 

工 学 府 博士前期課程 

〃      博士後期課程 

 情 報 工 学 府 博士前期課程 

     〃     博士後期課程 

生命体工学研究科 博士前期課程 

     〃     博士後期課程 

九州工業大学戸畑キャンパス 
百周年中村記念館２階多目的ホール

 
○平成２８年度入学者数 

 
  工学府         ３６ （５） 
   博士前期課程      ２０ （２） 
   博士後期課程      １６ （３） 

      情報工学府        ４ （０） 
   博士前期課程       ２ （０） 
   博士後期課程       ２ （０） 

      生命体工学研究科    ２４ （４） 
   博士前期課程       ８ （３） 
   博士後期課程      １６ （１） 

     
  大学院合計      ６４ （９） 単位：人 

 
 

※ 大学院合計は、博士前期課程と博士後期課程の総数です。 
※ （ ）内の数は女子学生数で内数です。 

 
 
 
  ○お問い合わせ先 
   九州工業大学総務課 

広報企画係長 用正 拓人 
TEL：０９３－８８４－３００７ 

   E-mail：sou-kouhou@jimu.kyutech.ac.jp 
 

















2016 総務省プログラミング教育実証モデル 

九州ブロック採択 

 

 総務省（株式会社電通）が平成 28 年 5 月より公募を行った「若年層に対するプログラミン教育

の普及推進」事業において、全国 11 ブロック（各ブロックより 1 件のみ採択）のうち九州ブロックの

実証モデルとして、株式会社アーテックと連携した教育プランが採択されました。 

※ http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu05_02000082.html 

 昨年度より工学研究院－中尾教授が工学部総合システム工学科の初年次教育および出前講義・模擬授

業で行っている「ブロックロボットを使用したプログラミング教育」で、専門知識を必要とせず PC の

アイコン（スクラッチ）等でプログラミングを行い、ブロックで作ったロボットを動作させる体験を PBL

（課題解決型学習）スタイルで実施するものです。今回は北九州市内の 3 校を実証校として、本学の学

生メンターが各校にて 5 回（全 15 回）の教育を実施します。 

 

実証校 対象 日程（平成 28 年） 実施時間 

北九州市立 

祝町小学校 

4～6 年生 

12 名 

9/16・23/、10/21、11/18・※25

※総務省視察日（記者発表予定） 

15：15～16：00 

(11/18 のみ 14：15～ 2 コマ) 

北九州市立 

児童文化科学館 

4～6 年生 

30 名 
11/6・23・27、12/11・25 14：00～15：00 

福岡県立 

戸畑高等学校 
1～2 年生 11/4・11、12/2・9・16 17：00～18：00 

※戸畑高等学校については日程、実施時間とも変更あり 

 

 

 

※ 画像はイメージです 
（昨年度実施ブロックロボット出前講義より） 


